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「コンパス衛生薬学」改訂第２版第１刷 

（2017.9. (株) 南江堂） 

 

下記の通り内容の一部更新を行います．また，下記の箇所に誤りがございました．謹んでお詫びし訂正いたします． 

 

頁 該当箇所 誤 正 

83 

↓10～11 追加され，さらに 2014年から水痘に対する乾燥弱毒生ワクチ

ンが追加されている 

2014年から水痘に対する乾燥弱毒生ワクチンが，さらに 2016

年から B型肝炎ワクチンが追加されている 

↓13 12疾患 13疾患 

84 

表 5・14 

「種類」の列 

A類疾病，12疾患 A類疾病，13疾患 

表 5・14 （A類疾病として「水痘ワクチン」の下に以下の行追加） 

 

115 

本文脇＊2 ↓6 HIVなど AIDSなど 

表 7・2 （下表に差し替え） 

 

214 ↑9 景品表示法 食品表示法 
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279 C（2）イラスト poteto potato 

297 

図 12・5 （第 II相反応） 

抱合反応 

アセチル化 

メチル化 

（第 II相反応） 

抱合反応 

301 

表 12・3 

CYP1A1の代表的基質 

3-メチルコラントレン，ダイオキシン）↑ 3-メチルコラントレン）↑ 

表 12・3 

CYP3A4の代表的基質 

アゾール系抗真菌薬↓（イトラコナゾール，ミコナゾール） イトラコナゾール↓ 

306 

図 12・12 

  

310 ↑1 が増大するために が増大（アセチル抱合を除く）するために 

311 

表 12・4 

アミノ酸抱合の供与体

（補酵素） 

CoA，グリシン，グルタミン CoA，グリシン，グルタミン，タウリン 

313 ↑3 グリシンやグルタミンと グリシン，グルタミン，タウリンと 

314 
↓3 基質となる． 基質となる．アミノ基・水酸基と比べてアセチル基は疎水性

であるので，アセチル抱合体は水溶性が低下する． 

315 ポイント ↑4 代謝活性化 代謝的活性化 

317 

表 12・6  （第 I相：CYP2E1の核内受容体に下記を追加） 

核内受容体を介さない 

（脚注）  
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UDP-gluclonide transferase UDP-glucuronosyltransferase 

489 ↓10 トリエタノールアミン・パラロザリニン法 トリエタノールアミン・パラロザニリン法 

 


